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われわれが，昭利 40 年 4月に，総合大学として城西大学を創設したのは，一つには，

近来向上しつつある国民の進学要望に応えるためであり，二つには，国家社会のより

よき形成者としての人材の育成は，既成の大学だけでは充分でないと考えたからであ

る。

いうまでもなく，学問はそれ自体が目的ではなく，あくまでも人間形成の手段であ

る。立派な人間によってのみ，立派な社会がつくられるのだから，現世のために，後

世のために，国家社会の重荷にたえられる人材の教育を天職として，挙学その責に任

じたいと考え，この大学を創設したのである。

そのためには，大学の校地は都塵を避けた秩父山麓欅ヶ丘の高台に，富士山と上毛

の山々と高麗の清流を望む広大な地域を選び新しい施設と設備を造りあげた。

この絶好の教育の場に，優れた研究者で識見の高い教育家を教授陣に迎え，その智

と和を一体とした熱意ある指導のもとに，高き理想をもち，真理と正義にひたむきで，

英知と人間愛と勇気に充ち，精神的推進力を持った現下社会の要求する有用な人材の

育成を目指して，特色ある学風を創り，国家社会の発展に寄与したいと念願している。

大学はまた，われわれが日々生活をともにしている自然ならびに社会に関する基礎

的な理論とその歴史的な発展の諸法則を科学的に研究すると共に，実社会において，

その応用能力を発揮するための思考力と実践力を身につけることを主眼として学生の

教育に当っているが，この武蔵野の一角に，その象徴としての欅の大樹のように，新

しい文化の創造育成につとめたい。
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